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序

飯田下伊那地域は、古くから古墳が密集する地域として知られていましたが、近年の発掘調査で、そ

の実態が次第に明らかとなってきました。そこで、飯田市教育委員会では、文化庁、長野県教育委員会

の指導・助言を受け、市域に所在する古墳の保存活用を目的に、平成１７・１８年度には「市内主要古墳総

合調査研究事業」、平成２２・２３年度には「市内主要古墳保存活用事業」を実施し、歴史的価値の顕在化

に努めてまいりました。その結果、当市域に所在する前方後円墳と帆立貝形古墳を核とする古墳を一体

性のある古墳群として捉えることにより、古墳時代にヤマト王権を中心とした政治体制の変革や東国経

営のあり方、中央と地方との関係性をみることができるという認識に至りました。そこで、その一体性

のある古墳群を後世に保存継承するために、条件の整った前方後円墳１１基と帆立貝形古墳２基の計１３基

について、平成２８年１月に文部科学大臣に史跡指定の意見具申を行い、平成２８年１０月３日に「史跡飯田

古墳群」として指定されました。

本計画書は、史跡飯田古墳群の価値を明らかにするとともに、その価値を構成する諸要素を適切に保

存管理していくための方針及び基準、史跡の価値をより高め、魅力を伝えるための活用・整備の方針及

び方法、さらに今後の管理運営体制の方針を定めたものです。計画策定にあたり「史跡飯田古墳群専門

委員会」を設置し、委員として、古代や古墳の研究者、造園学の専門家のほか、史跡が所在する座光

寺・上郷・松尾・竜丘各地区の地域自治組織や古墳の保護団体からも参画いただきました。委員会は、

平成２９年度から令和元年度までの長期にわたるものとなりましたが、毎回多くのご意見をいただき、議

論を重ねてまいりました。

飯田古墳群が国の史跡として指定されたのは、その歴史的価値が認められたことはもちろんですが、

地域の皆様が古墳を地域の大切なシンボルとして、現在まで守り伝えられてきた結果にほかなりません。

今後は、本計画に基づき、史跡飯田古墳群を「地域の宝」として後世に守り伝えるとともに、地域の

個性や魅力を形づくる貴重な歴史資産として、史跡の多様性を活かした活用・整備を進めてまいります。

さらに、ふるさと意識の醸成や地域を担う人材育成に繋げるためにも、地域の皆様をはじめとする多く

の方々と連携・協働して、体制の整備を進めてまいります。

最後になりましたが、本保存活用計画の策定にあたり、多角的な視点で充実したご議論をいただいた

史跡飯田古墳群専門委員会の委員の皆様、指導・助言をいただいた文化庁及び長野県教育委員会の関係

職員の皆様方に感謝申し上げます。

　　　令和２年３月

飯田市教育委員会　　　　　　　　　

教育長　　代　田　昭　久　
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１．本書は、長野県飯田市に所在する史跡飯田古墳群の保存活用計画書である。

２．本事業は、平成２９年度から令和元年度までの３か年にわたり、飯田市教育委員会を事業主体として

実施した。なお、平成２９年度から令和元年度は、国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金（史跡

等保存活用計画等策定）、令和元年度は、上記に加え、長野県文化財保護事業補助金（県随伴補助）を

受けて実施した。

　

３．事業実施にあたっては、史跡飯田古墳群専門委員会を設置し、文化庁、長野県教育委員会の指導・

助言を受けて協議を重ね、飯田市教育委員会が策定した。なお、史跡飯田古墳群専門委員会の委員

については、「第Ⅰ章３節委員会の設置・経緯」に示した。

４．本書の「第Ⅲ章１節自然的環境」については、史跡飯田古墳群専門委員会の市澤英利委員が執筆し、

事務局が編集した。

５．本書の構成は、本文中に図版・表・写真を掲載し、本文末には引用・参考文献、巻末資料として史

跡飯田古墳群として指定された１３基の古墳の個別古墳概要を掲載した。さらに、参考資料として、

飯田古墳群のうち史跡指定されていない９基の古墳の個別古墳概要（参考資料１）、史跡指定された古

墳の個別古墳土地利用現況図（参考資料２）、関連法令等（参考資料３）をＣＤに収録した。　

６．本書で使用している図面類は、飯田市所有の飯田市都市計画基本図（１／２,５００）、飯田市全図（１／

２５,０００）、飯田都市計画図（平成２９〈２０１７〉年現在）、飯田市土地利用現況図（平成２７〈２０１５〉年

現在）を使用して調整したものである。

　　【承認番号】　２９飯地計第２９１号、２９飯地計第３６５号、２９飯地計第３９１号

７．本書で使用した写真は、飯田市教育委員会が所有している。なお、巻末資料で使用した市村文庫の

写真は、公益社団法人下伊那教育会が所有するものである。

８．本書の内容について、広く意見を求めるために、令和元年１２月２０日から令和２年１月２０日まで、『史

跡飯田古墳群保存活用計画』（原案）に関するパブリックコメントを実施した。

９．本計画の策定に係る事務は、飯田市教育委員会生涯学習・スポーツ課文化財活用係が行った。

例　　言

ⅱ



　本書の記載にあたっては、以下のとおり用語を定義する。

１．古墳群の名称と内容について

　（１）「飯田古墳群」と「史跡飯田古墳群」について

「飯田古墳群」とは、飯田市域に所在する前方後円墳２２基と帆立貝形古墳５基を指す。

「史跡飯田古墳群」とは、史跡に指定された前方後円墳１１基と帆立貝形古墳２基を指す。なお、指

定時の官報告示（平成２８年１０月３日付け、文部科学省告示第１４０号）には個別古墳名の記載はなく、

古墳の所在地（地番）のみが記されている。

飯田古墳群の内訳は下表（表　飯田古墳群一覧）のとおりで、網掛けした古墳が史跡に指定され

ている。

凡　　例

　表　飯田古墳群一覧

備　考時　期埋葬施設形　状古墳名単位群

史跡・現存6世紀前半横穴式石室前方後円墳 高岡  第 1 号  古墳 
たかおか だい ごう こふん

座光寺

削平6世紀初頭横穴式石室前方後円墳 北本城  古墳 (※1)
きたほんじょう こふん

ほぼ削平5世紀後半竪穴式石室帆立貝形古墳 新井原 12号 古墳 (※1)
あらいばら こふん

史跡・現存6世紀前半横穴式石室前方後円墳 飯沼  天神塚 （ 雲彩寺 ） 古墳 
いいぬま てんじんづか うんさいじ こふん

上郷

所在不明不明不明前方後円墳 番神塚  古墳 (※2)
ばんしんづか こふん

削平5世紀後半竪穴式石室前方後円墳 溝口 の 塚  古墳 (※1)
みぞぐち つか こふん

史跡・現存5世紀末～6世紀横穴式石室(推定)前方後円墳 御射山  獅子塚  古墳 
みさやま ししづか こふん

松尾

史跡・現存6世紀後半横穴式石室前方後円墳おかん 塚  古墳 
づか こふん

史跡・現存6世紀前半横穴式石室前方後円墳 姫塚  古墳 
ひめづか こふん

史跡・現存6世紀中葉横穴式石室前方後円墳 上溝  天神塚  古墳 
あげみぞ てんじんづか こふん

史跡・現存5世紀後半石室前方後円墳 水佐代  獅子塚  古墳 
みさじろ ししづか こふん

ほぼ削平5世紀後半竪穴式石室前方後円墳 茶柄山 3 号  古墳 (※1)
ちゃがらやま ごう こふん

現存5世紀不明帆立貝形古墳 八幡山  古墳 
やわたやま こふん

現存5世紀後半不明前方後円墳 代田  獅子塚  古墳 
しろだ ししづか こふん

史跡・現存5世紀後半竪穴式石室(推定)前方後円墳 大塚  古墳 
おおつか こふん

竜丘

史跡・現存5世紀後半竪穴式石室(推定)帆立貝形古墳 鏡 塚   古墳 
かがみづか こふん

史跡・現存5世紀後半竪穴式石室(推定)帆立貝形古墳 鎧 塚   古墳 
よろいづか こふん

史跡・現存5世紀末竪穴式石室(推定)前方後円墳 塚原  二子塚  古墳 
つかばら ふたごづか こふん

史跡・現存6世紀末横穴式石室前方後円墳 馬背塚  古墳 
ませづか こふん

史跡・現存6世紀中葉横穴式石室前方後円墳 御猿堂  古墳 
おさるどう こふん

現存6世紀後半横穴式石室前方後円墳 塚越 1 号  古墳 
つかごし ごう こふん

現存5世紀後半不明前方後円墳 権現堂 1 号  古墳 
ごんげんどう ごう こふん
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備　考時　期埋葬施設形　状古墳名単位群

現存5世紀後半竪穴式石室(推定)前方後円墳 丸山  古墳 
まるやま こふん

竜丘

現存5世紀後半竪穴式石室(推定)前方後円墳 兼清塚  古墳 
けんせいづか こふん

現存5世紀後半竪穴式石室(推定)帆立貝形古墳 塚原 3 号  古墳 
つかばら ごう こふん

現存6世紀前半横穴式石室前方後円墳 金山  二子塚  古墳 
かなやま ふたごづか こふん

現存6世紀初頭横穴式石室(推定)前方後円墳 久保田 1 号  古墳 
くぼた ごう こふん

川路

※１　緊急調査（記録保存調査）終了後に削平されているか、もしくはほとんど旧状を留めていない古墳。

※２　『下伊那史』第１巻に前方後円墳として記載があるが、所在地が特定されておらず、築造時期も含めて実態は不明。

（２）「飯田市域の古墳」について

「飯田市域の古墳」とは、飯田市内に所在する古墳を指す。周知の埋蔵文化財包蔵地として遺跡地

図※に掲載されている古墳は、史跡に指定されている１３基を含めて５２１基ある。

　　　※　飯田市教育委員会　２０１５作成（２０１９改訂）『飯田市埋蔵文化財包蔵地地図（市内遺跡詳細分布調査報告書）』

２．用語の使い分けについて

　（１）用語については、飯田市教育委員会刊行の『飯田古墳群』等の報告書に拠っている。

（２）「第Ⅱ章　史跡飯田古墳群の概要」の中で引用した文化審議会答申（「（８）指定理由」）及び『月

刊文化財』（「２．史跡飯田古墳群の評価」）で使用されている用語のうち、引用文以外で使用してい

る用語と異なるものは以下のとおりである。

　　　①山脈の呼称について

引用文では「中央アルプス」、「南アルプス」と記載しているが、引用文以外では学術的側面

を勘案し、通称である「アルプス」の呼称ではなく、「木曽山脈」、「赤石山脈」を用いた。なお、

「北アルプス」は「飛騨山脈」を用いた。

　　　②「単位群」について

引用文では「グループ（単位群）」と記載しているが、引用文以外では「単位群」に統一した。

　　　③「大和政権」と「ヤマト王権」について

引用文では「大和政権」と記載しているが、引用文以外では「ヤマト王権※」を用いた。

※「ヤマト」は、古墳時代の漢字表記が確定していないことから、読みだけを表すカタカナで表記した。また、

「王権」は、大王を中心とする権力の中枢部を指す。

　　　④「帆立貝形前方後円墳」と「帆立貝形古墳」について

引用文では「帆立貝形前方後円墳」と記載しているが、引用文以外では「帆立貝形古墳」を

用いた。

　（３）本書作成にあたって、新たに使用している用語は以下のとおりである。

①古墳に関する記述の際には「盛り土」を用い、工事等に伴う地形改変（造成等）については

「盛土・切土」を用いた。

②「周溝」は墳丘の周囲を巡る溝、「外周区画溝」は周溝の外側を区画する溝を指す。なお、巻末

資料１で示した推定復元図では、今後実施する発掘調査の目安とするため、いずれも全周する

ものとして復元した。
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